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「平成26年度補正ものづくり・商業・サービス革新補助金」成果事例

　　事業の概要

　当社は昭和32年に創業し、印刷機械の修理・改造及び販売を主
務業務としていました。売上げの低迷からシール・ラベル印刷事業
へ新規展開し、平成11年以降は、シール・ラベルの製造販売へと
業態を変更しています。オンデマンドラベルプリンターやカッティ
ングマシンなど積極的な設備投資を行うことで顧客のニーズに応え
てきました。また、印刷の幅広い知見や短納期への対応などから、
顧客から高い評価を得ています。
　今回、本事業において精度の高い「二度づけ印刷」に挑み、高い
耐光性や濃度を求められる屋外用ステッカーの制作を行いました。
本事業には以下のような課題がありました。
①品質精度向上への課題
②納期短縮と製造コスト削減への課題

■品質精度向上への課題
　直射日光を受ける屋外用ステッカーには退色しないよう、高い耐
光性が求められます。対策として採用した「二度づけ印刷」とは重
ねて印刷することでインキの盛厚を増やし、高い印刷濃度を実現し
ようとするものです。そこで発生する問題が「二度づけ印刷」の際
にできる「にじみ」です。「二度づけ印刷」などの多色印刷では、各
色が正しい位置に刷り重ならないと美しい印刷物にはなりません。
また、デザインも、細かな文字や線などのないものに制約されてし
まいます。　　　　
　当社では、「にじみ」の発生原因を以下のものと考えました。
①低い見当位置精度
②インキの乾燥時間
　ロール状のシール・ラベルの印刷用紙には、わずかな歪みがあ
り、1回目の印刷と2回目の印刷で位置を合わせるのは非常に困難
です。そのうえ現在保有している凸版印刷機では印刷見当ブレが約
0.5mm以上発生するため、精度（紙を版に対して正確に設置する
精度）が低く、ずれが発生してしまいます。
　また、色の乾燥には時間がかかるため、十分に乾燥しないうちに
色を重ねることで「にじみ」が発生してしまいます。

■納期短縮と製造コスト削減への課題
　さらに現状の設備で製作した場合、以下のような問題があります。
①セッティングや調整（糊カスの掃除等含む）などの時間ロス
②低い歩留まりと調整から生じる用紙ロス
　凸版印刷の印刷機は、印刷開始までに様々なセッティング準備を
必要とします。印刷の目詰まりが起こりやすく、調整時間もかかり
ます。ロスをできるかぎり減らし、品質を高めるためには熟練工に

よる各工程の工夫や機械の調整が必要になってきます。
　また、二度刷りの場合、単色刷りと比べてセッティング時間も2
倍かかります。ラベル用紙も、例えばシール製品を1000枚作るの
に3000枚の用紙ロスが生じるなど、歩留まり率は非常に低い状況
でした。

　　事業の内容

■事業取組みの経緯
　印刷業界の中でも比較的堅調であったシール・ラベル印刷の分野
においても、近年デジタル印刷機の普及に伴い一部を内製化するな
ど競争は厳しさを増しています。当社においても競争の激化のほか
に、多頻度小ロット発注が増加し、価格や納期についても厳しい要
求があります。
　こうした環境に対応すべく、従来外部発注していた付加価値の高
い屋外ステッカーの内製化に取り組むことになりました。高い耐光
性を求められる屋外ステッカーは、インクをより厚盛できるシルク
スクリーン印刷によって印刷されるのが一般的です。当社にはこの
方式に対応できる設備はなく、外注対応になります。そのため価格
や納期面で競争力はどうしても低くなります。また、この方式は画
質が粗いため細かな文字の印刷には不向きであり、顧客からの要求
にも十分対応できません。そこで当社の知見をより活かせる凸版印
刷方式により、高濃度の「二度づけ印刷」を行うことにしました。

■諸課題の解消へ向けて
　先述のとおり現在保有している凸版印刷機では、見当位置精度の
低さと色の乾燥時間の影響で「にじみ」が生じます。そのため、新
たに超小型4色凸版間欠印刷機を導入し、以下の改善を行うことで

「にじみ」を解消し品質改善を図りました。
①印刷を1ユニットで二度刷る事を可能とした、見当位置精度を向

上させる（オーバーラップ機能）
②一色ごとの乾燥時間を短くする
　さらに導入設備にある蛇行修正機能から通紙ガイドも不要とな
り、用紙などのコストの削減がなされます。先述の改善策による品
質向上もあって、歩留まりの向上効果が見込まれます。また、糊カ
スの掃除なども不要になるため、用紙などのセッティングや調整作
業の時間短縮による納期短縮が見込まれます。
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シール・ラベル印刷　全般

各種シール・ラベル印刷物

超小型4色凸版間欠印刷機

　　事業の成果

■課題の解消
　先述の取り組みの結果、以下の成果を得ることができました。
①「にじみ」の解消による品質精度の向上
　従来の設備では用紙と印刷との見当のブレが約0.5mm以上で
あったものが、導入設備では約0.05mm以内となったため、見当
位置の精度が格段に向上しました。また、一色の印刷ごとに瞬時で
乾燥させることが可能となりました。その結果、凸版印刷機による

「にじみ」のない高耐光、高濃度シール・ラベル印刷が実現し、細
かな文字やデザインが可能になりました。
②コストの削減
　印刷物によりますが、品質改善によってシールを1000枚製造す
るのに生じるラベル用紙のロスを、3000枚から500枚へと大幅
に削減できました。
③納期短縮
　蛇行修正装置によりセッティングや調整時間の大幅な短縮が図ら
れました。また、従来の設備では駆動回転数が4000回転/時間だっ
たものが、導入設備では10000回転/時間と大幅に向上していま
す。さらに操作性が向上したことで熟練工だけでなく若手作業員も
使用でき作業効率が向上しました。これらの結果、印刷から検査・
出荷時間が短縮し、従来比1/2の納期短縮を実現できました。

精細なシールを印刷する様子

■モチベーションの向上
　本事業の成功により、認知度や評価が向上し同業他社からや従来
取引のない事業者からも受注する機会が増えました。従来外注化を
考えていた仕事も、自社で行おうとする気持ちになり各自が目標を
強く持つようになったことを感じます。こういったモチベーション
の向上も、売上を少しずつ伸ばしている要因であると感じています。

 
シール各種

　　今後の事業展開

■商品開発に向けて
　当社の顧客の多くは印刷関連会社です。今後は、一般消費者向け
の商品開発を積極的に行っていく予定です。例えば品質面で供給可
能になった屋外ステッカーなどは事業者向けに製作しています。一
方で自家用車用ステッカーなど一般の消費者の需要も見込めるた
め、今後は積極的に対応していきたいと考えています。
そのためには以下の取り組みが必要になると考えています。
①ホームページ（受注システム）の充実
②デザイナーの育成
　エンドユーザーと直接接触することで正確なニーズを把握し、提
案力を高めていきたいと考えています。

 

超小型４色凸版間欠印刷機
４色凸版間欠印刷機
４色凸版半輪転印刷機
平圧印刷・箔押し機
スリッター機　オンデマンドラベル出力機
カッティングプロッター機・CCM（自動調色システム）

企業概要

主要製品

主な保有設備


